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当財団は市民の主体的な学びと活動を支援するため諸事業を推進しています。
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二代広重「東海道　大師河原」　文久3年（1863年）
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中村正義の美術館　芸術の秋必見!!
中村正義没後30年・秋展
2007年9月1日（土）～12月2日（日）　場所　中村正義の美術館
開館日　金・土・日・祝日　　　開館時間11：00～17：00
入館料　一般500円（450円）高・大学生300円（250円）
　　　　小・中学生200円（150円）（　）内は10名以上
問い合わせ　中村正義の美術館　川崎市麻生区細山7－2－8
　　　　　　　@ 044-953-4936　Fax044-953-4966
　中村正義の没後30周年を記念して、春展、与勇輝（川崎出身の

人形作家）美術館（河口湖）で行われた「顔」シリーズ展に続き、
日展脱退後から亡くなるまでの作品を展示する秋展が行われてい
ます。
　「舞妓」「月の輪」「頭でっかちの自画像」「雪山」、石原慎太郎
原作、武智鉄二演出の歌舞伎『一の谷物語』の舞台衣装デザイン
原画、川口松太郎の小説『日蓮』のために墨で描いた挿絵など珍
しい作品が多数展示されています。代表作「イト」の迫力にも圧
倒されました。中村館長より一言、「みなさん、是非一度本物を
見にいらしてください」。

　アカデミーに集う受講生が自主的に企画し、日頃の学習の成果をパネル展などで発表します。また、3講座合同企画―問い直そう昭和
の戦争を―のテーマで戦争体験者の講演並びにビデオ上映、東京交響楽団のミニコンサート、美術についての講演などが予定されており
ます。（一覧表をご参照ください。）尚、17日土曜日には、フリーマーケットが同時開催されます。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

【申し込み・問い合わせ】 （月～土 9:00～17:00）
　□〒211-0064 川崎市中原区今井南町514-1　ú川崎市生涯学習財団 事業推進室 かわさき市民アカデミー
　　　@ 044-733-6626 　Fax 044-733-6697 　ホームページ  http://www.kpal.or.jp
　□ NPO法人 かわさき市民アカデミー　  @ 044-733-5590    Fax 044-722-5761

財団主催の各種講座の案内やお知らせ

第13回　かわさき市民アカデミー学園祭

情報ポケット

生

涯

学

習

プ

ラ

ザ

日  付

5日（月）

10日（土）

12日（月）

15日（木）

17日（土）

18日（日）

時　間

10：00-15：00

13：30-16：00

10：00-15：00

13：30-17：00

10：30-12：00

13：00-15：00

15：00-16：00

10：30-15：00

10：00-16：00

13：00-14：30

10：30-16：00

10：30-12：00

13：00-15：00

15：10-17：00

10：00-16：00

10：00-16：00

10：00-16：00

10：00-16：00

10：30-12：00

1回目
13：00-14：00
2回目
15：00-16：00

会　場

新宿御苑

中原市民館
大ホール
県立四季の
森公園
国際交流
センター

201

201

202

203

301

302多目
的ルーム

401

4階
ロビー

203

302多目
的ルーム
4階
ロビー

401

401

主　 催
みどり学Ⅰ

日医大小杉病院
公開講座
みどり学Ⅱ

かわさき市民
フロンティア
生涯学習財団

かわさき市民
フロンティア

社会福祉

友の会本部

環境とみどり
ワークショップ
かわさき市民
フロンティア

歴　史

人間の思想Ⅱ

映像・メディア

川崎学Ⅲ

友の会本部

友の会本部

川崎学Ⅲ

美　術

音　楽
ワークショップ

定員

50人

200人

50人

30人

70人

60人

60人

―

―

70人

―

―

144人

―

―

―

144人

講　　　師
樹木医
　石井誠治
救命センター医局長
　畝本恭子
樹木医
　石井誠治
オペラ研究家
　花澤幸男・榎本悌次郎
和歌山県世界遺産センター主任
　速水盛康

エネルギー・コミュニケーター
　土井　彰
社会福祉受講生

友の会委員

㈱アクマデザインアマノ
代表取締役社長・写真家  天野 尚
サークル「なかまコロコロ」

シベリア抑留経験者
　貞谷孝行　高橋克彦
インパール作戦帰還兵　城内松春
映画作家　孝寿　聡
市民ミュージアム学芸員  濱崎好治
ジャーナリスト　鷲巣　力
川崎学Ⅲ受講生

友の会委員

友の会委員

川崎学Ⅲ受講生

女子美術大学名誉教授
　齋藤經生

ヴァイオリン
　東京交響楽団団員　枝並千花
ピアノ　　　　　　　安宅　薫
 

内　　　　　　容
野外講座　「新宿御苑の秋の植物の姿を求めて」

※申し込み必要
講義と実践　「いざという時の、家庭でできる救命
処置」 　　　　　　　　　　　　  ※申し込み必要
野外講座　「県立四季の森公園を訪ねて里山の秋を
学ぶ」　　　　　　　　　　　　  ※申し込み必要
歌劇　「トスカ」の鑑賞

※申し込み必要
記念講演　「熊野信仰の広がりについて」

朗読発表会

講演　「未来に向けて『エネルギー・環境・発展』
を考える」
展示　「福祉のまちづくり・団塊世代などシニアの
地域参加」市民提案（ビデオ上映・無料コーヒーも）
展示　パネルでつづる「アカデミー15年の歩み」

講演　「世界の三大熱帯雨林から佐渡へ」

喫茶コーナー　キッズコーナー（クラフト作り）

講演　「シベリア抑留とは何だったのか？」

講演とビデオ上映　「生地獄再現フィルムを観る」

講演とビデオ上映　「戦後の出発点―三木清の死、
横浜事件の判決、治安維持法廃止」
展示　「写真家“小池汪の世界”と川崎学Ⅲの学習
の成果」
展示　パネルでつづる「アカデミー15年の歩み」

喫茶コーナー

展示　「写真家“小池汪の世界”と川崎学Ⅲ（かわ
さきのまちづくり）の学習の成果」
講演　「運慶の仏像」

学園祭特別講座　
※特別受講券販売予定

合同企画　タイトル　問い直そう昭和の戦争を―戦争体験を聴き、映像を視て―
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こどもエコチャレンジクラブの活動

指導者の話を真剣に聞く卓球教室

財団が管理運営する施設を紹介 施 設 め ぐ り

○麻生スポーツセンター「体育の日記念事業」～10月8日（月）無料開放～
　麻生スポーツセンターでは、開館以来続けている「体育の日記念事業」を下記のように行います。
　多くの方のご利用をお待ちしております。申し込みは必要ありません。
●大体育館　　        『エアロビクス』    9:30～11:00　　　『健康教室』    14:00～15:30
●小体育館　　        『卓球』　9:00～12:00　　13:00～16:30
●第一武道室　　　　『太極拳』　10:00～11:30　　                    ●第二武道室　　『ヨガ』　11:30～15:00
●トレーニング室（中学生以上）　9:00～12:00　　13:00～16:30　　17:30～20:30
★持ち物＝トレーニングウエア　室内シュ―ズ　タオル　（卓球用具の貸し出しはありません）
☆問い合わせ　@ 044-951-1234　　http://homepage2.nifty.com./asasupo/

○大山街道ふるさと館
　第1回企画展が、高津区民祭にあわせ地元「ウイラブ
高津」との共催で開催されました。ささやかな庶民の信
仰―岡コレクションと人々の祈り―を中心に展示され、
熱心に質問し、鑑賞される方々もおられました。
★文化講演会　　「大山街道の歴史、民俗、文化」を
　　　　　　　　中心とした講演会
11月10日（土）11月24日（土） 両日とも10:00～12:00

★冬の企画展　　「大山街道フェスタ」との連携事業
　　　　　　　　（2月中旬）
◎常設展　　　　大山街道周辺の歴史、自然、民俗コ
　　　　　　　　ーナー等に分け、大山街道ゆかりの
　　　　　　　　品々を展示
☆問い合わせ　@ 044-813-4705

○子ども夢パーク ～夢パまつり2007、大盛況～
　7月22日（日）『夢パまつり』では、4周年をさまざま
な形で祝いました。せせらぎやちびっこプール、タワー
を中心に水遊び。麻生区から運ばれた土の山が滑り台と
なり、子どもたちは、びしょぬれになったりどろんこま
みれになったり夏を楽しみました。
　ミニステージ登龍門では、いつも誰かが歌ったり踊っ
たり。子どもたちとロコ・サトシさんが描いたウォール
ペイントで生まれ変わった全天候広場「たいよう」には、
レインボー商店街（射的や輪投げ・焼きそば・クッキー
屋など）が立ち並び、地域の皆様とブラジルのカポエイ
ラ（民族舞踊）や盆踊りで盛り上がりました。
☆問い合わせ　@ 044-811-2001
　　http://home.hoo.itscom.net/yumepark

○青少年の家「青年ボランティア」の活躍
　青少年の家の事業の一つに、子ども仲間づくり事業（こ
どもエコチャレンジクラブ）、通学合宿事業（ほのぼの
スクール）、青少年の家フェスタ等の「青少年の家　主
催事業」があります。その活動に大きく関わっているの
が青年ボランティア、K.Y.W.C（川崎市青少年の家ユー
スワーカーズ倶楽部）の皆さんです。
　同倶楽部の事業として、9月に「レッチャレ」（火おこ
し、草木染め、野外炊飯等に挑戦）を行いました。
K.Y.W.Cの皆さんは、上記の事業の企画や運営のため月
1～2回、夜間に青少年の家で定例会を行っています。
仕事を持ち働きながら青少年の健全育成をめざしてさま
ざまな活動をしていただいています。
☆問い合わせ　@ 044-888-3588

【各館の事業のご案内】
○宮前スポーツセンター「スポーツ教室」の紹介
　宮前スポーツセンターでは、卓球・パワーヨガ・ピラ
ティスをはじめ、多くのスポーツ教室を行なっています。
　今回は、卓球教室を紹介します。

　卓球は、生涯スポーツとして幅広い年齢の方に愛され
ているスポーツです。卓球王国として名高い中国の卓球
人口は約3億人とも言われています。ちなみに日本は
150万人です。卓球王国めざして、あなたも卓球を始め
てみませんか。初級と中級を現在開催中です。レベルに
合わせて受講できますので、初心者でも大歓迎です。
☆問い合わせ　@ 044-976-6350
　　http://homepage2.nifty.com/miyamaesc/
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川崎市

古
座
川
の
み
な
さ
ん
が
水

の
中
で
危
険
が
な
い
よ
う

に
見
て
い
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
カ
ヌ
ー
も
安
心
！

「
見
て
！
な
か
よ
し
に
な
っ

た
古
座
川
の
友
達
と
ろ
う
け

つ
染
め
の
先
生
に
教
わ
っ
て

好
き
な
色
に
染
め
た
世
界
に

一
枚
の
バ
ン
ダ
ナ
。」

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

手
作
り
そ
う
め
ん
流
し
。

「
よ
し
よ
し
、
上
手
く

い
き
そ
う
だ
ぞ
」
慎

重
に
、
丁
寧
に
。
僕

だ
け
の
手
作
り
和
紙
。耳

た
ぶ
ぐ
ら
い
の
柔
ら
か
さ
っ

て
い
わ
れ
た
け
ど
、
や
っ
て
み

る
と
均
一
に
こ
ね
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。
見
て
い
て
も
つ

い
力
が
入
っ
て
し
ま
う
。「

那
智
の
滝
、
日
本
で
一
番

大
き
い
ん
だ
よ
っ
て
世
界

遺
産
「
熊
野
古
道
」
の
案

内
の
高
校
生
の
お
姉
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
。」

滝
か
ら
落
ち
る
水
音
に

水
煙
、
そ
こ
に
い
る
だ

け
で
涼
し
く
な
る
。
こ

の
気
持
ち
よ
さ
は
く
せ

に
な
り
そ
う
。

踊
り
に
な
る
と
つ
い

夢
中
に
な
っ
ち
ゃ
う

ん
だ
。
今
年
も
僕
ら

の
踊
り
は
評
判
に
な

っ
た
ん
だ
よ
。

大
き
な
鍋
？
ノ
ー
ノ
ー
、

こ
れ
が
五
右
衛
門
風
呂
。

入
っ
て
み
た
い
よ
う
な
、

怖
い
よ
う
な
。
ま
ず
は

水
汲
み
か
ら
。

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
も

登
場
し
た
益
田
の
夜
神
楽
。

大
蛇
の
動
き
が
凄
い
ん
だ
。

見
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
我
慢

で
き
な
く
て
…

こ
の
上
に
シ
ー
ト
を
張
る
と
立

派
な
テ
ン
ト
に
な
る
ん
だ
。
大

人
だ
っ
て
何
人
も
寝
ら
れ
る
。

テ
ン
ト
の
カ
ー
ブ
が
柔
ら
か
く

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い
気
分
。

和歌山県和歌山県

古座川町・太地町古座川町・太地町
こ ざ がわがわちょうちょう たいたい じ ちょうちょう

わ か やまやま けんけん

長野県長野県

富士見町富士見町
ふ じ み ままち

ながなが の けんけん

島根県島根県

益田市益田市
ますます だ し

しましま ね けんけん

岩手県

花巻市東和町
はな まき し とう わ ちょう

いわ て けん

北海道

岩見沢市
いわ み ざわ し

ほっ かい どう

北海道

中標津町
なか しべ つ ちょう

ほっ かい どう

和歌山県

古座川町・太地町
こ ざ がわちょう たい じ ちょう

わ か やま けん

長野県

富士見町
ふ じ み ま

なが の けん

島根県

益田市
ます だ し

しま ね けん

特集 ふれあいサマーキャンプ 2007
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　今年も待ちに待ったサマーキャンプ。定員194人に対して応募者
は、335人。コースによっては、定員の4倍を超える応募者がありま
した。
　和歌山では、「方言がわからない」と戸惑う川崎の子。「カエルを
見て喜んでいる」と驚いている地元の子。たっぷりの自然の中で遊
んでいるうちに、どちらが地元の子かわからないほど馴染んですっ
かり仲良しになりました。川崎から持ってきたアドレス帳には、新
しい友達のページができました。
　こうした思い出深い旅となったのは、地元の皆さんの惜しみない
温かい心があったからです。和歌山県古座川のカヌー体験では、川
崎の子どもたちの安全のために、地元の人たちが長時間にわたって
水につかり見守ってくださいました。交流をしてくれた地元の子ど
もたち、炊き出しの婦人会の皆さん、ボランティアの高校生たち、
など本当に多くの皆さんの支えがあったのです。それにより川崎で
は体験することが出来ない充実したキャンプとなりました。

川崎市川崎市川崎市

「
う
〜
ん
、
う
ま
い
！
」

ホ

ム
ス
テ
イ
先
で
の

「
出
発
、進
行
！
銀
河

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
！
」

こ
ん
な
楽
し
い
乗
り

物
に
も
乗
り
ま
し
た
。

「
ど
れ
に
す
る
？

こ
れ
が
い
い
か
な
？

こ
っ
ち
は
ど
う
か

な
？
」

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
（
万

華
鏡
）
を
作
っ
た
よ
。
空

や
花
や
友
達
に
向
け
る

と
そ
の
色
に
変
わ
る
ん
だ
！

熱
い
う
ち
に

う
ま
く
膨
ら

む
か
な
？

な
か
な
か
上
手
だ
よ
。

け
っ
こ
う
汗
を
か
い

た
け
ど
、
何
と
か
で

き
た
、
手
作
り
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

う
〜
ん
、
気
持
ち
い

い
！
こ
こ
、
湖
な
ん

だ
け
ど
、
足
元
か
ら

お
湯
が
沸
い
て
い
る

ん
だ
ぜ
。

う
ま
い
！
や
っ
ぱ
り
手

作
り
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
は
違
う
な
。
汗
を
か

い
て
作
っ
た
か
ら
よ
け

い
に
お
い
し
い
の
か
も

し
れ
な
い
け
ど
。

和歌山県

古座川町・太地町
こ ざ がわちょう たい じ ちょう

わ か やま けん

県長野県

町富士見町
ふ じ み まちまち

なが の けん

島根県

益田市
ます だ し

しま ね けん

岩手県

花巻市東和町花巻市東和町
はなはな まきまき し とうとう わ ちょうちょう

いわいわ て

北海道北海道

岩見沢市岩見沢市
いわいわ み ざわざわ し

ほっほっ かいかい どうどう

北海道北海道
なかなか しべしべ つ ちょうちょう

ほっほっ かいかい どうどう

県

町
まち

岩手県

花巻市東和町
はな まき し とう わ ちょう

いわ て けんけんけん

北海道

岩見沢市
いわ み ざわ し

ほっ かい どう

北海道

中標津町中標津町中標津町
なか しべ つ ちょう

ほっ かい どう
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まち・ひと・多面体

 自分で工夫する科学の楽しさ
「東芝科学館・ガリレオ工房科学実験教室」

　「科学の本当の面白さ、楽しさを全ての人に味わってもら
いたい」と平成10年に始まったこの活動は、民間企業が経
営する科学館である東芝科学館と、NPO法人ガリレオ工房が
協力して進めてきたユニークな科学実験教室です。
　今年度2回目の教室「べっこうあめでアートしよう!」を参
観しました。この日の指導を担当した古野博先生（杉並区立
荻窪小学校教諭）は、「科学する態度を養いたい。ここでの
体験を元に自分で工夫して、科学の好きな子に育ってほしい。
もう理科離れなんて言わせません」と、その意気込みを語っ

てくださいました。
　実験教室は、4～6人ほどのグループ学習を中心に進めら
れました。子どもたちは上手に話し合い、いろいろと工夫し
あいます。子どもらしい発想が大切にされ、確実に形になっ
ていきます。その間先生方は、正しく安全に学習活動が進め
られるよう温かく見守り、適切な指導・助言を行います。子
どもたちの顔に、時々厳しい表情が浮かびます。学ぶことの
楽しさと厳しさを同時に体験させる、高い指導力を強く感じ
ました。古野先生は「いつも最先端の指導を行っていると自
負しています。新しい科学学習を開発する楽しさと辛さを、
私たちも日々体験しているのです」と説明してくださいまし
た。
　参加した子どもたちは、「あめはちょっと苦かったけど、
おいしかった（小2女）」「上手にできて、嬉しかった。家で、
もう一度作りたい（小4女）」「夏休みに理科のレポートを書
くために来た。楽しかったし、自分で作ったあめは、おいし
かった。レポートは、絶対うまく書く（小6男）」など、口々
に楽しかった学習の感想を話してくれました。
　この教室は、5月～1月の8月を除く毎月1回、第4土曜日
に開かれています。今後も「光るスライムを作ろう（10/27）」
「松ぼっくりで炭焼き（11/24）」「砂で作ろう!透明キャンド
ル（12/22）」「光について考えよう!（1/26）」と、興味深い
テーマが用意されています。なお、テーマは変更になること
もありますのでご確認ください。参加には、事前の申込みが
必要です。
■申し込み・問い合わせ　@ 044-549-2200　東芝科学館へ

全ての人々が音楽でつながる場を創る
「フレッシュアンサンブルかわさき」

　1995年川崎市立白山中学校の音楽家を志す在校生により「フ
レッシュアンサンブルかわさき」（丸山博子代表、現在：会員
15名）が生まれました。中学校でのオーストラリアの交換留
学生を歓迎する演奏会を皮切りに、地域での演奏が自然に芽
生え、ノーマライゼーション（すべての人が、人として普通
に生活を送る機会を与えられること）の理念に基づき、病院、
福祉施設、美術館、学校などでコンサートを続けています。
　8月10日、丸山さん宅では、本物のチェンバロを体験しな
がらピアノの歴史を学ぶ『体験・レクチャーコンサート』が
開かれました。「15分でわかるチェンバロの秘密！」と題し
て、ピアニストの名越さんが、いつ生まれた楽器か？名前の
由来は？どうやって音を鳴らすのか？ピアノとの違いは何？
装飾や音量、チェンバロとピアノの歴史などを写真入りのパ
ンフレットを使って大変わかりやすく説明してくれました。
　小学4年生の参加者も自分の得意な曲を模擬演奏。ピアノ
と違って上下にある鍵盤を不思議そうに試していました。そ
の後、ヴァイオリンとチェンバロによる『アヴェマリア』、
ヴァイオリンとピアノによる『愛の悲しみ』の演奏を聴きま
した。参加者は、限られた空間で優雅に楽しむ宮廷趣味のチ
ェンバロの優しくアンティックな音色と、ピアニストが自在
に強い音も弱い音も出せるピアノの音色の違いに酔いしれま

した。
　また、麻生区役所のロビーでは、『トワイライトコンサート』
があり、出入り自由な空間で家族連れなど70名以上の観客
がピアノとヴァイオリンの音色を楽しみました。曲間に知ら
れざるエピソードなど音楽家の丸山さんならではの話があり、
思わず皆聞き入っていました。ヴァイオリニストの鈴木さん
は「聴く方の反応がとても温かいので嬉しい」丸山さんは「心
はいつも地域のみなさまと共にあり、共に音楽文化が楽しめ
るコンサートをこころがけています」と話していました。今
秋、第12回フレッシュアンサンブルかわさきコンサート―
麻生童謡をうたう会とともに―が11月3日、麻生市民館大会
議室で14：00-16：00に入場無料で行われます。　　
■問い合わせ　丸山博子さん　@・Fax  044-989-1338
　　　　　　　　biroko52@taupe.plala.or.jp

チェンバロ トワイライトコンサート
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記憶の低下
認知の障害

生活の支障

忘れっぽくなる
言葉のやりとり困難
手順をふむ作業困難
判断ミス　　　　　
今までの暮らしは困難
間違い行動　　　　

認知症ではない
年のせいだけでは
起こらない　　　

読む科学講座Ⅲ
　今回は「長谷川式認知症スケー

ル（HDS-R）」の発案者であり、

認知症研究の第一人者として世界

的に知られる聖マリアンナ医科大

学名誉教授・長谷川和夫（はせが

わ・かずお）先生（写真）のご講

演です。全ての人々の切実な問題

を、広い視野から分かり易く解説

していただきました。

認知症を正しく理解するために

　健やかに老いる……誰しも願うことです。今回は、そ

のためにも関心の高い認知症についてお話を伺い、早期

受診、予防の大切さを思いました。認知症とは、認知の

働きが病気になった状態のことです。認知症であるか否

かのポイントを表に示してみます。

　健常者は体験の一部を忘れるだけですから、後で思い

出すこともできますが、認知症の人は体験全体を忘れて

しまうので、思い出すことが難しいのです。過去・現在・

未来の流れが続かず、今現在だけが分かるため、とても

不安になり、パニック状態になってしまいます。著しい

認知障害、例えば排泄の後に流し方が分からなくなって

しまい、自分の力で何とかしようとしてとった行動が、

間違い行動に繋がってしまうようなこともあります。

　認知症には、治るものと治らないものとがあります。

なるべく早く専門医に診てもらい、原因を確かめること

が大切です。認知症の50～60%を占めるアルツハイマ

ー病については、軽度の状態をできるだけ長く保つよう、

その進行を抑制する薬があります。また、原因療法の薬

も開発中だそうです。

　認知症の予防法としては、高血圧・高脂血症・肥満等

のコントロール、塩分控えめ、肉より魚、禁煙、適度な

運動、体調の保持、骨折しない、心の栄養（読む・書く・

聴く・話す）、人とのつながりを大切に、明るい気持ちで、

等々、たくさん紹介されました。なかでも、よく頭を使

って認知的予備力を高めておくと、アルツハイマー病に

罹っても認知症の症状の出方は遅くなるというお話が強

く印象に残りました。明るい努力目標を教えていただけ

たことは、本当にありがたいことでした。

　さらに、認知症の方にはできるだけゆったりとした気

持ちで接し、安心感を持ってもらうよう心がけることが

非常に大切なのだということを学びました。

（かわさき市民アカデミー会員　川又倶子）

＊＊＊＊＊秋の芸術情報＊＊＊＊＊

お得なスタンプラリー！！
　　　　　『岡本太郎スタンプラリー』
『岡本太郎スタンプラリー』では、川崎市岡本太郎美

術館（最寄り駅：向ヶ丘遊園）、岡本太郎記念館（東京

の表参道）川崎市等々力アリーナ（武蔵小杉）、川崎市

市民ミュージアム（武蔵小杉）、大山街道ふるさと館（高

津）のスタンプを全て集めて美術館に送ると、なんとス

タンプラリー認定書と、川崎市岡本太郎美術館、岡本太

郎記念館の招待券（各2枚　計4枚）が贈られます。　

スタンプラリーの台紙付きパンフレッ

トは5館に用意されています。そのパン

フレットには、川崎市内にある岡本太郎

作品を所蔵する施設の情報、作品紹介と

都内近郊の作品が紹介されていて、秋の

芸術鑑賞にぴったりのガイドになってい

ます。

問い合わせ　川崎市岡本太郎美術館

@ 044-900-9898　http://www.taromuseum.jp

『孫の日』（10月の第三週）は、一緒にミュージアム！
川崎市市民ミュージアムでは、毎月第三土曜日に大人

向けにマンスリー展示「近世の村を訪ねて」のミュージ

アムトーク、子ども向けにワークショップ「こどもたい

けんミュージアム」が行われています。

6月16日（土）に、長尾村の古文書についてミュージア

文書は、当時の生活を克明にムトークがありました。古文書は古文書は

ることができてとて記録したものが多く、川崎の昔を知るこ知るこ

ない古文書が学も面白いです。また、一人では読み解けないない古

かになり大芸員の方の説明と参加者の質問で次々に明らかにかに

変勉強になりました。

　一階では、「立体ゾートロープを作ろう」が行われま

した。アニメーションのもととなる絵や大小様々な形を

ゾートロープに入れてくるくる回しながら、細長い隙間

を外から覗くと中に入れたものが走ったり跳んだりして

いるように見えます。子どもたちはトビウオの絵を描い

たり粘土で大小の惑星を作ったりして、変化する映像を

楽しみました。

　10月20日（土）には、南加瀬村についてのミュージア

ムトークが13：00から、「カメラで遊ぼう」というカメ

ラの中を体験する子どもむけのワークショップが13：30

から行われます。

　問い合わせ　川崎市市民ミュージアム

　@ 044-754-4500　http://kawasaki-museum.jp

シ
ニ
ア
の
パ
レ
ッ
ト

シニアの　シニアによる　シニアのための　耳より情報
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２００６年

月号
川崎市生涯学習財団川崎市生涯学習財団

川崎市生涯学習プラザ川崎市生涯学習プラザ 

■ ＪＲ南武線・東急東横線

武蔵小杉駅下車 徒歩 約１２分

■ 駐車スペースが少ないため、でき

る限りお車でのご来館はご遠慮く

ださい。 

（普通車１２台・軽 4 台・ ３台) 

※利用が重なり、満車になるケースが出て

います。近隣での路上駐車は出来ません。




